
見附市第2期SDGs未来都市計画（R4～R6の3か年計画）
～「歩いて暮らせるまちづくり」ウォーカブルシティの深化と定着～

1.目標及
び課題

目標である「住んでいるだけで健康で幸せになれる健幸都市」の実現
にあたっては、①日常生活で必要な運動量が確保される「歩いて暮ら
せるまちづくり」の推進、②社会参加を通じた交流の喜びや生きがい
の享受がポイントであり、公共交通の整備や誰もが社会参加しやすい
場所、環境を整えることで誘導を図り、市民の行動変容に繋げていく。

2.関連
するゴー
ル

3.取組の
概要

「歩いて暮らせるまちづくり」の推進により、歩くことで健康増進を図るとともに、まちなかに歩行者を増や
し、人と人とが触れ合え交流でき、賑わいのある中心市街地として都市機能を集約し、将来に渡り持
続できる都市形成を図る。ポイントとしては、①外出しやすくする仕掛け、②賑わいを創出する仕掛け、
③市民の行動変容を誘導する仕掛けの３つの視点を持って、総合的に施策を展開する。

■これまでのSWC施策をSDGs的に整理して、SDGs未来都市計画を構築
→見附市のSDGsは、これまでの健幸まちづくりの延長線上にある取り組み

KPI R3 現在（R4) R5 目標(R7) 達成状況

1 コミュニティバス利用者数 165,843人 170,454人 217,000人 ↗上昇

2 創業・起業の件数（累計） 6件 12件 30件 ↗上昇

3 中心市街地での出店数（累計） 14件 20件 16件 ↗上昇

4 介護認定率の伸び率の抑制 17.3％ 17.7% 18.8%以下 □維持

5 主要企業の地元就労率 43.2％ 40.3% 50.0％ ↘下降

6 見附市外から転入した人数（10～9月） 926人 838人 923人 1,000人（年） ↘下降

7 20代30代の社会動態（10～9月） △54人 △131人 △58人 △30人 ↘下降

●KPIの進捗状況
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①第2期SDGs未来都市計画（2022～2024）を策定
・第1期計画をフォローアップしていくことを主目的として、3年間の第2期計画を策定。
・「歩いて暮らせるまちづくり」というメインテーマは変更しないものの、「仕事と子育てが両
立できる環境整備」や「魅力的な運動機会の提供」といった分野の事業進捗を確認す
るためのサブKPIを追加・修正。

②公共交通の利便性向上
・コミバス運行ルートの課題分析から、人口密度が高い割に公共交通空白地域であっ
た葛巻地区を運行するルートへの変更を検討。
⇒R4年度の春からバスルートを改定。
・利用動態分析から午後8時以降になると利用者数が減少する傾向があることから、
深夜便を取り止め、日中帯の便を増やすことを検討。
⇒深夜便を取り止め日中帯の便に振り替え。1日の運行本数69便を継続。

③健康づくりの推進
・日々の歩行や運動など実施することでポイントが貯まり、そのポイントが地域商品券や
寄附として交換できる健幸ポイント事業への協力、参加をSDGsパートナー団体へ呼び
かけ。従業員からの口コミによる周知を行った効果もありR4年度は1,917人の方が参
加。

令和4年度の取り組み

令和5年度の取り組み

①市内中学生以下コミュニティバス無料化
・子どもたちの活動範囲を広げ、地域の魅力発見や愛着心を育むことにもつながることを
期待し、市内在住の中学生以下のコミュニティバス料金の無料化を7月から実施。

②公共交通の利便性向上
・コミュニティバスのロケーションシステムを10月から更新。
・スマホのGPS情報を参考に現在地からの最寄りバス停を検索可能。
・バスの運行状況、乗車状況の確認も見やすくなり利便性が向上。

③SDGsの啓発活動
・教育機関との連携
⇒市内外の中学校、高等学校、大学で「SDGs」をテーマにし、当市のまちづくりを講演。

④『プレイラボみつけ』
・新たな交流拠点として子どもの居場所を7月に整備。
・主に小学生（高学年）を対象に放課後や休日に自由に過ごせる遊びと学びの場。

コミバス葛巻運行ルート

R4健幸ポイント事業チラシ

コミュニティバス無料化チラシ

バスロケーションシステムプレイラボみつけ

SDGs啓発活動（地元高校生によるバスラッピング）


